
第１章 札幌市教育振興基本計画について 

１ 計画の策定及び改定の趣旨等 

「札幌市教育振興基本計画」は、札幌市の教育の目標や方向性を明らかにするとともに、これらに基づき、

教育に関する施策を総合的・体系的に進めていくことを目指して、2014年２月に策定し、同年４月に施行した。 

 今回の改定は、「札幌市教育アクションプラン（後期）」の策定に伴うもの。なお、「札幌市教育ビジョン」は、

策定以降の様々な状況変化を勘案しても引き続き適切なものと考え、2023年度までの計画期間中、堅持する。 

２ 計画の位置付け 

■教育基本法第17条第２項に基づき策定する計画であり、札幌市の総合計画や個別計画との整合性に配慮 

３ 計画の構成と計画期間 ４ 計画の対象範囲 

 

 

 

 

 

■教育委員会の所管する市立の幼稚園等・小

学校・中学校・高等学校・中等教育学校・

特別支援学校の学校教育及び幼児から高

齢者までの生涯学習の全般 

 

第２章 教育を取り巻く現状 

１ 教育を取り巻く社会経済情勢 

（１）人口動態・年齢構成 

■将来的な人口減少や、少子高齢化の進行 

（２）家族類型と地域社会 

■三世代世帯の減少やひとり親世帯の増加など家族

類型の変化 

■生活習慣や価値観の多様化による、地域における

人と人とのつながりや支え合いの希薄化 

 

（３）社会・経済状況 

■グローバル化の進展や技術革新の加速 

■子どもの貧困対策の要請 

■多様で柔軟な働き方の推進や長時間労働解消の要

請 

■「持続可能な開発目標（SDGs）」の達成に向けた取

組の推進 

（４）自然災害の状況 

■北海道胆振東部地震等の経験を生かした、災害に

強いまちづくりの要請 

２ 国における教育目標・教育政策の動向 

（１）教育基本法（最終改正：2006年 12月） 

教育の目的（第１条）及びそれを実現するため

の教育の目標（第２条）を掲げている。 

（２）教育関連法（直近５年の主な制定・改正） 

（３）幼稚園教育要領・各学習指導要領 

2017年３月以降、各学習指導要領等の改訂が順

次公示された。主なポイントは以下のとおり。 

■子どもたちに求められる資質・能力とは何かを

社会と共有し、連携する「社会に開かれた教育

課程」を重視 

 

■改訂前の学習指導要領等の枠組みや教育内容を維持した上で、知識の理解の質を更に高め、確かな学力を

育成 

（４）教育振興基本計画 

2018年６月に、「第３期教育振興基本計画」が策定された。 

【今後の教育政策に関する基本的な方針】 

１ 夢と志を持ち、可能性に挑戦するために必要となる力を育成する 

２ 社会の持続的な発展を牽引するための多様な力を育成する 

３ 生涯学び、活躍できる環境を整える 

４ 誰もが社会の担い手となるための学びのセーフティネットを構築する 

５ 教育政策推進のための基盤を整備する 

 

第３章 札幌市教育ビジョン 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第４章 札幌市教育アクションプラン（後期） 

１ 札幌市教育アクションプラン（前期）の振り返り 

■前期において、学校教育や生涯学習に係る様々な施

策を展開し、一定程度の成果や効果を得ることがで

きた。 

■一方、個別の事業・取組に着目すると、過渡期のも

のや、更なる工夫・改善の余地があるほか、一部の

成果指標で、現状値が、当初値に比べ目標値から遠

ざかっているものがある状況。 

⇒後期においては、前期の施策展開を基本とし、継続

性・安定性の確保という教育の特性も勘案しながら、

漸次的な改善等を加え、教育施策のより一層の充

実・発展を目指す。 

 

＜基本的方向性３＞ 

市民ぐるみで支え合う仕組みづくり 

＜基本的方向性２＞ 

多様な学びを支える環境の充実 

相互に関連 

＜基本的方向性１＞ 

自ら学び、共に生きる力を培う学びの推進 

 

札幌市の教育が目指す人間像 

 自立した札幌人    すなわち… 

未来に向かって 創造的に考え、主体的に行動する人 
心豊かで 自他を尊重し、共に高め合い、支え合う人 
ふるさと札幌を心にもち、国際的な視野で学び続ける人 

札幌市の教育が目指す人間像 

基本的方向性 

基本施策 

施 策 

事業・取組 

施行後10年間を見据えた基本理念を示す 

札幌市教育ビジョン 

計画期間…2014～2023年度 

前期・後期各５年間で取り組む教育施策を示す 

札幌市教育アクションプラン 

計画期間（前期）…2014～2018年度 

計画期間（後期）…2019～2023年度 

施行 法律名 概要

2015.4 学校図書館法（改正） 学校司書設置の努力義務化　など

2016.4 学校教育法（改正）
小中一貫教育を行う義務教育学校

の制度化　など

2017.2

義務教育段階における普通教育

に相当する教育の機会の確保等
に関する法律（制定）

不登校児童生徒等に対する支援及
び夜間中学における就学の機会の
提供に係る国及び地方公共団体の
責務の明確化　など

教育公務員特例法（改正）

校長及び教員の資質の向上に関す
る指標の策定並びにそれを踏まえた
教員研修計画の策定の義務化 な

ど

地方教育行政の組織及び運営に

関する法律（改正）

学校運営協議会の設置の努力義務

化　など

2017.4

３つの基本的方向性に沿って教育施策を展開することで、札幌市の教育が目指す人間像「自立した札幌人」を実現

札幌市教育振興基本計画改定版（案）【概要版】（１／３） 

当初値 現状値 目標値 状況

▶
難しいことでも、失敗を恐れないで挑戦している子どもの

割合

小　６　　71.2％

中　３　　65.7％

高　２　　61.0％

74.2％

68.8％

62.9％

76.0％

72.0％

67.0％

↑

↑

↑

▶ 将来の夢や目標をもっている子どもの割合

小　６　　85.7％

中　３　　71.5％

高　２　　75.9％

83.2％

70.3％

72.2％

89.0％

77.0％

79.0％

↓

↓

↓

▶ １週間の総運動時間が60分未満の子どもの割合

小５男   7.7％

小５女　19.3％

中２男　13.1％

中２女　35.8％

　6.0％

11.4％

10.5％

25.7％

　7.0％未満

18.0％未満

　8.5％未満

30.0％未満

◎

◎

↑

◎

▶ 人の役に立つ人間になりたいと考えている子どもの割合

小　６　　67.8％

中　３　　68.3％

高　２　　55.4％

71.9％

68.0％

49.3％

78.0％

78.0％

66.0％

↑

↓

↓

▶
札幌には、好きな場所やものがあると答えた子どもの割

合

小　５　　90.8％

中　２　　84.3％

高　２　　84.0％

91.3％

84.5％

78.7％

95.0％

90.0％

90.0％

↑

↑

↓

▶ 外国の人と交流したいと思う子どもの割合

小　５　　80.7％

中　２　　62.6％

高　２　　68.5％

79.9％

63.2％

64.8％

85.0％

68.0％

73.0％

↓

↑

↓

当初値 現状値 目標値 状況

▶ 市立小中学校における特別支援学級の整備率
小学校　　81.4％

中学校　　65.7％

92.6％

84.8％

85.0％

70.0％

◎

◎

▶ 生涯学習関連施設の利用に満足している利用者の割合 85.9％ 86.0％ 90.0％ ↑

▶
いじめなどの不安や悩みを身近な人などに相談する子

どもの割合

小学校　　91.1％

中学校　　82.2％

高学校　　80.7％

93.9％

86.5％

88.8％

95.0％

88.0％

86.0％

↑

↑

◎

▶ 不登校児童生徒の在籍率 1.20％ 1.76％ 1.10％未満 ↓

当初値 現状値 目標値 状況

▶
保護者や地域の人の学校支援ボランティア活動を学校

の教育水準の向上に効果的に活用している学校の割合

小学校　　91.1％

中学校　　74.5％

91.2％

81.8％

95.0％

88.0％

◎

↑

【基本的方向性１】に関連する成果指標の動向（抜粋）

【基本的方向性２】に関連する成果指標の動向（抜粋）

【基本的方向性３】に関連する成果指標の動向（抜粋）

※「◎」は目標値到達を示す。

平成 31 年（2019 年）１月 24 日（木） 
平成 30 年度第１回札幌市総合教育会議 【資料２】 



２ 札幌市教育アクションプラン（後期）の施策体系・施策展開・重要項目 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

札幌市教育振興基本計画改定版（案）【概要版】（２／３） 

基本施策１－１　自ら学ぶ喜びを実感できる学習活動の推進 基本施策１－２　共に生きる喜びを実感できる学習活動の推進 基本施策１－４　特別支援教育の充実

1 「学ぶ力」の育成　　【重要】 1 命を大切にする指導の充実　　【重要】 1 一人一人の多様な教育的ニーズに応じた教育の充実

○ 「さっぽろっ子『学ぶ力』の育成プラン」の推進 ○道徳教育の充実 ○特別な教育的ニーズに応じた外部人材の活用

○「算数にーごープロジェクト」の推進 ○ 子どもを共感的に理解するための研修等の充実 ○ 障がいのある子どもとない子どもとの交流及び共同学習の充実

○市立高等学校の連携による特色ある科目履修の推進 2 豊かな人間性や社会性を育む学習活動の推進 ○「個別の教育支援計画」の活用による支援の充実

2 幼児期の教育の充実 ○ 民族・人権教育の充実 2 早期からの継続した相談・支援の充実

○市立幼稚園の在り方に係る検討 ○ 性に関する指導の充実 ○ 幼児教育相談の充実

○ 市立幼稚園等における実践研究の推進 ○ 子どもの権利の理念を生かした教育活動の推進 ○ 特別支援教育に関する私立幼稚園等への支援

○ 幼保小連携の推進 3 未来へつながる思いを育む学習活動の推進 ○ 教育相談の充実

3 「健やかな身体」の育成　　【重要】 ○「環境」に関する学習活動の推進 ○ 知的障がい者のための成人学級の推進

○ 「さっぽろっ子『健やかな身体』の育成プラン」の推進 ○ 平和に関する学習の推進

○オリンピック・パラリンピック教育の推進 基本施策１－５　生涯にわたる継続的・自発的な学習活動の推進

○中学校運動部活動における外部人材の活用 基本施策１－３　ふるさと札幌のよさを生かした、豊かな創造力を育む学習活動の推進 1 多様なニーズに応じた生涯学習活動の推進

4 科学的リテラシーの育成 1 札幌らしさを生かした学習活動の推進　　【重要】 ○ 「さっぽろ市民カレッジ」の充実

○青少年科学館における理科教育の充実 ○「雪」「環境」「読書」に関する学習活動の推進 ○ 「ちえりあ市民講師バンク」の充実

○ 「観察実験アシスタント」の活用 ○ 「ふるさと札幌」を学ぶ機会の充実 ○「札幌市図書・情報館」のサービスの充実

5 進路探究学習の充実　　【重要】 ○ 文化・芸術体験の充実

○小中学校、高等学校における進路探究学習の充実 2 国際性を育む学習活動の推進　　【重要】 基本施策１－６　一貫性・連続性のある教育活動の充実

○特別支援学級・特別支援学校における進路探究学習の充実 ○ 国際理解に関する体験的な活動の推進 1 校種間連携の推進

6 生涯にわたる学習の基盤となる資質・能力の育成 ○英語専門教師による小学校の英語教育推進体制の充実 ○ 幼保小連携の推進

○「読書」に関する学習活動の推進 ○外国語指導助手（ALT）の活用 ○小中連携・一貫教育の推進

○情報教育の充実 ○ 中高接続の推進

基本施策２－１　安全・安心で豊かな教育環境づくり 基本施策２－２　生涯学習を支える環境づくり 基本施策２－４　学びのセーフティネットの充実

1 学校教育環境の整備・充実 1 生涯学習環境・体制づくり　　【重要】 1 安心して学ぶための支援　　【重要】
○ 計画的な学校施設の維持・更新 ○ 生涯学習関連施設における環境整備 ○相談支援パートナーの活用

○ 小学校を中心とした公共施設の複合化の推進 ○図書館を活用した身近な地域における生涯学習環境の充実 ○スクールカウンセラーの活用

○ 学校規模の適正化の推進 ○スクールソーシャルワーカーの活用

2 一人一人の多様な教育的ニーズに応じた教育環境の整備 基本施策２－３　教職員が力を発揮できる環境づくり ○各種相談機能の充実

○ 特別支援学級の拡充・整備 1 教職員の資質・能力の向上 ○公立夜間中学の設置に係る検討

○ 通級による指導の充実 ○ 管理職研修等の充実 2 学びを支える経済的支援

○小中学校等における医療的ケア実施体制の充実 ○ 教員採用制度の充実 ○ 就学援助

3 学校図書館の機能強化 ○ 「札幌市教育研究推進事業」の充実 ○ 奨学金

○ 学校図書館を支える人材の資質・能力の向上 ○ 企業等への長期研修の推進 ○ 高等学校等生徒の通学に係る交通費の助成

○ 学校図書館の地域開放の推進 2 教職員が質の高い教育活動を実現できる環境づくり

4 安全・安心な学校給食の提供 ○勤務時間に関する意識改革と事務負担の軽減 基本施策２－５　教育の情報化の推進

○ 給食提供における安全対策の充実 ○ 教育相談室の運営 1 教育活動におけるＩＣＴ活用の推進

5 安全教育と子どもの安全管理の推進 ○ ICTを活用した校務支援の充実 ○ICT機器・デジタル教材等の整備

○ 安全教育の充実 ○多様な外部人材の活用 2 校務の情報化の推進

○ 登下校の安全管理 ○ ICTを活用した校務支援の充実

○ 緊急時における家庭等への迅速な情報提供

基本施策３－１　園・学校と家庭、地域が支え合う仕組みづくり

1 地域に開かれた園・学校づくり　　【重要】
○サッポロサタデースクールの推進

○ 学校図書館の地域開放の推進

○学校運営協議会制度の導入に係る検討

2 地域の教育力の活用

○ 園・学校におけるボランティア等の活用

○ サッポロサタデースクールの推進

○学校運営協議会制度の導入に係る検討

3 親子の育ちの支援

○ 家庭教育支援の充実

○ 幼児期の教育に関する保護者等への支援

○ 子どもが読書に親しむきっかけづくりの充実

基本的

方向性

１
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２
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く
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① 「学ぶ力」の育成（関連施策1-1-1）

⑧ 安心して学ぶための支援（関連施策2-4-1）

⑦ 生涯学習環境・体制づくり（関連施策2-2-1）

⑥ 国際性を育む学習活動の推進（関連施策1-3-2）

⑤ 札幌らしさを生かした学習活動の推進（関連施策1-3-1）

③ 進路探究学習の充実（関連施策1-1-5）

④ 命を大切にする指導の充実（関連施策1-2-1）

② 「健やかな身体」の育成（関連施策1-1-3）

⑨ 地域に開かれた園・学校づくり（関連施策3-1-1）

重要項目



４ 札幌市教育アクションプラン（後期）の成果指標 

札幌市教育アクションプラン（後期）の進行管理の参考とするための成果指標を設定する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※ 成果指標１、２、４、５、６、21の小学６年生及び中学３年生の実態については、文部科学省「全国学力・学習状況調査」の質問項目を活用して把握

していたが、2018 年度の調査において、一部項目の変更及び削除があり、また、2019 年度以降の調査において設定される項目についても見込めない状

況。 

※ そのため、2018年度以降は、札幌市教育委員会が独自で実施している既存の調査を活用するなどし、子どもの実態把握を継続する。ただし、既存の調

査は、小学５年生及び中学２年生を対象としていることから、目標値における対象学年を「小５」「中２」に変更。 

 

第５章 計画の推進に当たって 

１ 進行管理 

■ＰＤＣＡサイクル（Plan：計画－Do：実施－Check：評価－Action：改善）の考え方に基づく進行管理 

■進行管理に当たっては、「教育委員会事務点検・評価」を活用 

■進行管理の参考とするための指標を設定 

２ 市民及び関係機関等との連携・協働 

家庭・地域住民、大学等の教育機関、ボランティア、企業などの多様な主体の協力と参画を得るほか、札幌

市の関係部局との組織横断的な取組を展開するとともに、国、北海道及びその他関係機関等と連携・協力を図

る。 

 

 

【成果指標設定の基本的な考え方】 

成果指標は、札幌市教育アクションプラン（前期）と同様とする。なお、札幌市教育アクションプラン（前期）におけ

る設定の考え方は、以下のとおり。 

■ 基本施策ごとに１～４の指標を設定し、計画全体で21指標を設定。 

■ 市民への分かりやすさ、当該基本施策において代表的（象徴的）であるといった要素などを踏まえながら選定。 

【目標値設定の基本的な考え方】 

■ 現状値：2018年 10月までに把握できた最新値 

■ 目標値：2023年度までに到達を目指す数値 

＜目標値設定の基本的な考え方＞ 

札幌市教育アクションプラン（前期）における成果指標の動向や全国的な動向、関連する施策や事業の特性などを勘

案した上で、努力目標的要素も加味して設定。 

札幌市教育振興基本計画改定版（案）【概要版】（３／３） 

現状値 目標値

1

難しいことでも、失敗を恐れ

ないで挑戦している子どもの

割合※

小　６　　74.2％

中　３　　68.8％

高　２　　62.9％

小　５　　78.0％

中　２　　72.0％

高　２　　67.0％

2
将来の夢や目標をもっている

子どもの割合※

小　６　　83.2％

中　３　　70.3％

高　２　　72.2％

小　５　　86.0％

中　２　　72.0％

高　２　　76.0％

3
１週間の総運動時間が60分未

満の子どもの割合

小５男　　 6.0％

小５女　　11.4％

中２男　　10.5％

中２女　　25.7％

小５男　　5.0％未満

小５女　　9.0％未満

中２男　　8.5％未満

中２女　 23.0％未満

4 読書が好きな子どもの割合※

小　６　　77.5％

中　３　　76.4％

高　２　　72.2％

小　５　　79.0％

中　２　　78.0％

高　２　　75.0％

5
自分にはよいところがあると

考えている子どもの割合※

小　６　　83.1％

中　３　　79.6％

高　２　　66.3％

小　５　　84.0％

中　２　　80.0％

高　２　　70.0％

6
人の役に立つ人間になりたい

と考えている子どもの割合※

小　６　　71.9％

中　３　　68.0％

高　２　　49.3％

小　５　　73.0％

中　２　　70.0％

高　２　　56.0％

7
札幌には、好きな場所やもの

があると答えた子どもの割合

小　５　　91.3％

中　２　　84.5％

高　２　　78.7％

小　５　　92.0％

中　２　　86.0％

高　２　　84.0％

8
外国の人と交流したいと思う

子どもの割合

小　５　　79.9％

中　２　　63.2％

高　２　　64.8％

小　５　　83.0％

中　２　　65.0％

高　２　　69.0％

1-4

特別支援教育の充実
9

特別な教育的支援を必要とす

る子どもの個別の教育支援計

画を作成している幼稚園、学

校の割合

74.7％ 100％

10
さっぽろ市民カレッジの受講

に満足している受講者の割合
85.1％ 90.0％

11
図書館の利用に満足している

利用者の割合
91.4％ 92.0％

1-6

一貫性・連続性のある教育活動

の推進
12

子どもが参加する校種間連携

を実施している学校の割合

小学校　　99.0％

中学校　　91.7％

高　校　　 100％

小学校　　 100％

中学校　 　100％

高　校　 　100％

1-5

生涯にわたる継続的・自発的な

生涯学習の推進

1-3

ふ る さ と札 幌の よさ を生 かし

た、豊かな創造力を育む学習活

動の推進

1-2

共に生きる喜びを実感できる学

習活動の推進

1-1

自ら学ぶ喜びを実感できる学習

活動の推進

成果指標

基本的方向性１　自ら学び、共に生きる力を培う学びの推進

現状値 目標値

13

子どもが自ら身を守ろうとす

る態度や能力を育む安全教育

を実施した学校の割合

小学校　　 100％

中学校　　 100％

高　校　　 100％

小学校　　 100％

中学校　　 100％

高　校　　 100％

14
小中学校における特別支援学

級の整備率

小学校　　92.6％

中学校　　84.8％

小学校　　93.0％

中学校　　85.0％

15
生涯学習関連施設の利用に満

足している利用者の割合
86.0％ 90.0％

11
（再）図書館の利用に満足し

ている利用者の割合
91.4％ 92.0％

2-3

教職員が力を発揮できる環境づ

くり
16

研修の成果を活用できると答

えた教職員の割合
98.9％ 100％

17

いじめなどの不安や悩みを身

近な人に相談する子どもの割

合

小学校　　93.9％

中学校　　86.5％

高　校　　88.8％

小学校　　96.0％

中学校　　90.0％

高　校　　90.0％

18 不登校児童生徒の在籍率 1.76% 1.60％未満

2-5

教育の情報化の推進 19
授業や校務にＩＣＴを効果的

に活用できる教員の割合
71.6% 77.0%

20

保護者や地域の人の学校支援

ボランティア活動を学校の教

育水準の向上に効果的に活用

している学校の割合

小学校　　91.2％

中学校　　81.8％

小学校　　95.0％

中学校　　85.0％

21
家の人と学校での出来事につ

いて話をする子どもの割合※

小　６　　78.8％

中　３　　74.8％

小　５　　80.0％

中　２　　77.0％

3-1

園・学校と家庭、地域が支え合

う仕組みづくり

基本的方向性３　市民ぐるみで支え合う仕組みづくり

2-4

学びのセーフティネットの充実

2-1

安全・安心で豊かな教育環境づ

くり

2-2

生涯学習を支える環境づくり

成果指標

基本的方向性２　多様な学びを支える環境の充実


